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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 19,489 △0.0 1,209 99.1 1,175 124.8 387 28.2
21年12月期第3四半期 19,493 ― 607 ― 522 ― 302 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 35.40 ―

21年12月期第3四半期 27.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 21,394 7,019 28.4 556.38
21年12月期 21,576 6,637 26.9 529.69

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  6,085百万円 21年12月期  5,793百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
22年12月期 ― 4.00 ―

22年12月期 
（予想） 4.00 8.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,500 1.4 1,250 63.6 1,200 85.4 400 3.5 36.57

－1－



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年７月30日に公表いたしました連結業績予想を修正しております。具体的な内容につきましては、５ページ「１．当四半期の連結業績等に関する
定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」及び平成22年10月28日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
２．本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報に基づき作成したものであり、今後当社を取り巻く経済状
況等の変化により、上記の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.６「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 11,532,630株 21年12月期  11,532,630株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  594,298株 21年12月期  594,298株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 10,938,332株 21年12月期3Q 11,053,720株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア向けを中心とした輸出の増加や緊急経済政策の効果等

から、一部で回復の兆しが見られるものの、円高やデフレの進行、長期化する雇用情勢・個人所得の低迷などから

景気の先行きの不透明感が拭えない状況で推移いたしました。 

 建設業界におきましては、住宅投資につきましては住宅の取得やリフォームに関する各種施策の効果により緩や

かな回復がみられるものの、設備投資の抑制に伴う民間建設需要の低迷や、公共投資のさらなる減少など、受注競

争は極めて厳しい状況が続いております。 

 当社グループにおきましては、このような経営環境の中、企画・提案営業の強化による受注活動に努めるととも

に、原価率の低減及び経費削減等の諸施策を実施し収益力の向上を図りました。 

 以上の結果、当社グループの業績につきましては、当第３四半期連結累計期間の受注は好調に推移したものの前

期の繰越工事高が例年と比較して少なかったことによる影響から、売上高はほぼ横這いの 百万円となりまし

た。 

 利益につきましては、提出会社において収益性の高い物件が完成したことや、連結子会社であるセキスイハイム

山陽株式会社及び株式会社リブライフにおいて原価率の低減を図ったことにより、連結営業利益は前年同期比

％増の 百万円となりました。また、有利子負債の圧縮に伴う支払利息の軽減により、連結経常利益は前年同

期比 ％増の 百万円となりました。連結四半期純利益につきましては、連結子会社であるセキスイハイム

山陽株式会社において地盤改良が必要な物件に対して完成工事補償引当金 百万円を特別損失に引当計上した影

響から、前年同期比 ％増の 百万円となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

 なお、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。 

  

＜建設事業＞ 

 建設事業セグメントに関しましては、提出会社において「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平

成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)

を第１四半期連結会計期間より適用し、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上高

は 百万円増加したものの、前連結会計年度の繰越工事高が例年と比較して少なかったことによる影響から売上

高は前年同期比 ％減の 百万円となりました。営業損益につきましては、収益性の高い物件が完成したこと

等により、前年同期比 ％増の 百万円となりました。 

  

＜設備事業＞ 

 設備事業セグメントに関しましては、提出会社において大型物件の完成等により前年同期を上回る売上高となっ

たものの、連結子会社である三樹エンジニアリング株式会社において前年同期に大型工事の完成があったことか

ら、売上高は前年同期比 ％減の 百万円となりました。営業利益につきましても売上高が減少した影響等か

ら前年同期比 ％減の 百万円となりました。 

  

＜住宅事業＞ 

 住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リブライフに

おいて、前年同期と比較して引渡棟数が増加したことに伴い、売上高は前年同期比 ％増の 百万円となり

ました。営業損益につきましては、売上高の増加に加えて提出会社、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会

社及び株式会社リブライフにおいて原価率の低減や販売費及び一般管理費の見直しによるコスト削減効果により利

益率が改善した結果、営業利益は前年同期比 ％増の 百万円となりました。 

  

＜不動産賃貸事業＞ 

 不動産賃貸事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて不動産賃貸管理手数

料が増加したこと等に伴い、売上高は前年同期比 ％増の 百万円となりましたが、連結子会社である株式会

社リブライフにおいて、人員の増加等に伴い販売費及び一般管理費が増加したこと等から、営業利益は前年同期比

％減の 百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

19,489

99.1

1,209

124.8 1,175

164

28.2 387

248

4.2 5,662

11.4 409

9.2 2,343

18.5 61

4.1 10,585

2,066.8 599

12.2 637

9.9 115

－4－

美樹工業（1718）　平成22年12月期　第３四半期決算短信



＜その他事業＞ 

 その他事業セグメントに関しましては、提出会社において運営するパブリックゴルフ場において、雪の影響によ

り営業開始時期が前年に比べて遅かったこと等により、売上高は前年同期比 ％減の 百万円となりましたが、

販売費及び一般管理費の見直しに伴う費用削減効果等により、営業利益は前年同期比 ％増の 百万円となりまし

た。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  

①財政状態 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、大型物件完成に伴うたな卸資産の減少や未収還付法人税

等の減少により、 百万円（前連結会計年度末は 百万円）となりました。 

 負債につきましては、大型物件完成に伴う工事未払金の減少や、有利子負債の返済に伴う短期借入金及び長期借

入金の減少等により、 百万円（前連結会計年度末は 百万円）となりました。 

 純資産につきましては、四半期純利益による利益剰余金の増加等により、 百万円（前連結会計年度末は

百万円）となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、投資活動により 百万円、財務活動により 百万

円が減少しておりますが、営業活動により 百万円増加した結果、当第３四半期連結会計期間末における現金

及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ 百万円増加し、 百万円となりまし

た。 

  

主な要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における営業活動の結果、仕入債務の減少 百万円、売上債権の増加 百万円等の

減少要因がありますが、税金等調整前四半期純利益 百万円及びたな卸資産の減少 百万円等により、資金は

百万円の増加（前年同期は 百万円の増加）となりました。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における投資活動の結果、有形固定資産の取得による支出 百万円及び投資有価証券

の取得による支出 百万円等により、資金は 百万円の減少（前年同期は 百万円の増加）となりました。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における財務活動の結果、長期借入れによる収入 百万円の増加要因がありました

が、長期借入金の返済による支出 百万円及び短期借入金の純減額 百万円等により、資金は 百万円の減少

（前年同期は 百万円の減少）となりました。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社グループの業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の状況を踏まえ、売上高及び利益面で予想

を上回る見込みであることから、平成22年７月30日に公表いたしました通期連結業績予想を修正いたしました。 

 詳細につきましては、本日（平成22年10月28日）に別途開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」

のとおりであります。  

1.2 260

9.9 7

21,394 21,576

14,375 14,938

7,019

6,637

81 835

1,216

299 1,077

247 149

1,059 491

1,216 2,380

74

15 81 1,303

200

684 180 835

2,781
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

ⅰ たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しましては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の

実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

ⅱ 一般債権の貸倒見積額の算定方法 

 一般債権に係る貸倒引当金は、前連結会計年度末に算定した貸倒実績率等から著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を用いて算定しております。 

ⅲ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産につきましては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

ⅳ 完成工事補償引当金繰入額の算定方法 

 完成工事補償引当金は、前連結会計年度決算において算定した完成工事高に係る責任補修費用の実績率から

著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の実績率を用いて算定しております。 

 なお、特定物件については工事費の発生見込相当額を見積り、計上しております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

・ 税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

  

ⅰ 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業

会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間

に着手した工事契約から当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

については工事進行基準(工事の進捗度の見積りは原価比例法)を、その他の工事については工事完成基準を適

用しております。 

 これにより、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上高は 百万円増加し、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が、それぞれ 百万円増加しております。 

  

ⅱ 税金費用の計算 

 従来、税金費用については、四半期連結会計期間を含む事業年度の法人税等の計算に適用される税率に基づ

き年度決算と同様の方法により計算をしておりましたが、四半期連結会計期間の税引前当期純利益に対する税

金費用を平準化させること及び四半期決算における迅速性に対応するため、第１四半期連結会計期間から税引

前四半期純利益に見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。 

 この結果、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間の四半期純利益が 百万円減少して

おります。  

  

２．その他の情報

248

23

32
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・表示方法の変更 

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）  

 前第３四半期連結累計期間において「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「未

払消費税等の増減額（△は減少）」及び「差入保証金の増減額（△は増加）」は重要性が増加したため、当第

３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。 

 なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「未払

消費税等の増減額（△は減少）」は 百万円、「差入保証金の増減額（△は増加）」は 百万円でありま

す。 

  

84 △13
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 715,647 476,868

受取手形・完成工事未収入金等 1,365,886 1,216,123

たな卸資産 5,806,066 6,324,552

預け金 386,416 325,454

繰延税金資産 136,669 137,234

未収還付法人税等 － 148,730

その他 237,618 177,148

貸倒引当金 △7,748 △7,525

流動資産合計 8,640,555 8,798,587

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 4,370,394 4,575,825

機械・運搬具（純額） 29,157 26,078

工具器具・備品（純額） 702,670 705,720

土地 5,909,377 5,919,753

リース資産（純額） 339,541 298,130

建設仮勘定 52,920 17,190

有形固定資産合計 11,404,062 11,542,698

無形固定資産 27,073 28,555

投資その他の資産   

投資有価証券 467,819 481,192

破産更生債権等 199,157 196,729

繰延税金資産 287,085 282,201

その他 643,048 518,101

貸倒引当金 △273,959 △271,667

投資その他の資産合計 1,323,151 1,206,557

固定資産合計 12,754,287 12,777,811

資産合計 21,394,843 21,576,399
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 1,370,100 1,617,233

短期借入金 2,940,000 3,120,000

1年内返済予定の長期借入金 800,748 700,748

未払法人税等 383,736 13,910

未成工事受入金 1,846,618 1,872,863

賞与引当金 186,934 97,781

役員賞与引当金 － 12,000

完成工事補償引当金 204,706 128,948

工事損失引当金 1,600 －

リース債務 117,811 87,494

その他 546,136 770,161

流動負債合計 8,398,392 8,421,141

固定負債   

社債 600,000 600,000

長期借入金 4,388,903 4,973,634

退職給付引当金 228,743 202,172

役員退職慰労引当金 232,451 227,408

リース債務 229,637 217,248

その他 297,406 296,956

固定負債合計 5,977,143 6,517,419

負債合計 14,375,535 14,938,560

純資産の部   

株主資本   

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 4,741,125 4,441,360

自己株式 △107,829 △107,829

株主資本合計 6,103,935 5,804,170

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △18,025 △10,290

評価・換算差額等合計 △18,025 △10,290

少数株主持分 933,397 843,958

純資産合計 7,019,307 6,637,838

負債純資産合計 21,394,843 21,576,399
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 19,493,229 19,489,620

売上原価 15,605,240 14,953,110

売上総利益 3,887,988 4,536,509

販売費及び一般管理費 3,280,389 3,326,965

営業利益 607,599 1,209,544

営業外収益   

受取利息 8,757 9,681

受取配当金 2,687 2,544

持分法による投資利益 2,078 61

その他 35,435 36,822

営業外収益合計 48,959 49,110

営業外費用   

支払利息 101,006 68,590

社債利息 8,581 3,016

シンジケートローン手数料 3,000 3,000

その他 21,207 8,983

営業外費用合計 133,796 83,590

経常利益 522,762 1,175,064

特別利益   

前期損益修正益 1,687 72,730

固定資産売却益 － 1,207

貸倒引当金戻入額 － 348

投資有価証券売却益 4,341 －

退職給付制度改定益 41,308 －

特別利益合計 47,338 74,286

特別損失   

固定資産売却損 329,852 4,973

固定資産除却損 3,832 2,103

貸倒引当金繰入額 3,650 2,828

ゴルフ会員権評価損 309 －

投資有価証券評価損 － 15,959

完成工事補償引当金繰入額 24,010 164,082

その他 1,181 －

特別損失合計 362,835 189,947

税金等調整前四半期純利益 207,264 1,059,403

法人税、住民税及び事業税 176,364 554,719

過年度法人税等 － 19,307

法人税等調整額 △289,208 －

法人税等合計 △112,844 574,027

少数株主利益 17,995 98,105

四半期純利益 302,114 387,271
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 207,264 1,059,403

減価償却費 290,423 340,209

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,581 2,515

賞与引当金の増減額（△は減少） 103,777 89,152

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △12,000

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 22,637 75,757

退職給付引当金の増減額（△は減少） △26,598 26,571

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 23,763 5,043

受取利息及び受取配当金 △11,445 △12,226

支払利息及び社債利息 109,588 71,607

持分法による投資損益（△は益） △2,078 △61

固定資産売却損益（△は益） 329,852 3,765

固定資産除却損 3,832 2,103

投資有価証券売却損益（△は益） △4,341 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 15,959

ゴルフ会員権評価損 309 －

前期損益修正損益（△は益） △1,687 △72,730

売上債権の増減額（△は増加） 134,028 △149,763

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,452,285 491,639

仕入債務の増減額（△は減少） △214,762 △247,133

未払費用の増減額（△は減少） △10,618 13,689

未払消費税等の増減額（△は減少） － △119,180

差入保証金の増減額（△は増加） － △134,036

未成工事受入金の増減額（△は減少） △758,696 △26,244

その他 193,429 △92,403

小計 2,843,546 1,331,639

利息及び配当金の受取額 12,395 12,336

利息の支払額 △108,027 △74,780

法人税等の支払額 △364,004 △185,626

法人税等の還付額 － 136,160

その他の支出 △3,000 △3,000

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,380,910 1,216,728

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △86,027 △74,251

有形固定資産の売却による収入 1,383,583 10,018

無形固定資産の取得による支出 △11,562 △1,826

投資有価証券の取得による支出 △571 △15,547

投資有価証券の売却による収入 18,401 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,303,823 △81,607
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,390,000 △180,000

長期借入れによる収入 2,040,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △950,731 △684,731

社債の償還による支出 △300,000 －

リース債務の返済による支出 △38,208 △74,913

配当金の支払額 △87,764 △87,071

少数株主への配当金の支払額 △8,666 △8,666

自己株式の取得による支出 △46,047 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,781,416 △835,381

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 903,317 299,740

現金及び現金同等物の期首残高 859,672 777,323

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,762,989 1,077,063
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 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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